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▲ ▲ ▲  鳴門携帯ＮＡＶＩ
災害情報や休日当番医などの情報
を掲載しています。
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市民のうごき

　　世帯数  26,463世帯（+23）

　　人　口  60,278人（-2）
（）の数値は前月比

■ 出  生　男  19人　　女  20人
■ 死  亡　男  28人　　女  29人
■ 転  入　男  71人　　女  89人
■ 転  出　男  55人　　女  89人
※７月31日現在人

口
や
世
帯
数
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
、
５
年
に
一
度
の
国
勢

調
査
が
、
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
国
勢
調

査
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
日
本
に
住
む
外
国
の
方
ま
で
、
日

本
国
内
に
住
む
全
て
の
人
と
世
帯
が
対

象
と
な
る
、
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調

査
で
す
。「
世
帯
員
の
数
」や「
就
業
状

態
」な
ど
、
世
帯
員
に
関
す
る
13
項
目

と
世
帯
に
関
す
る
４
項
目
の
計
17
項
目

を
調
べ
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
産
業
や
雇
用
、
福
祉

施
策
、
生
活
環
境
整
備
、
災
害
対
策

な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
鳴
門
市
だ

け
で
な
く
、
日
本
の
未
来
を
創
る
上
で

必
要
な
情
報
と
な
り
ま
す
の
で
、
調
査

への
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
今
回
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
回
答
が
始
ま
り
ま
す

　
今
回
の
国
勢
調
査
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
調
査
票
の
配
布
に
先
行
し
て
、

調
査
員
が
各
世
帯
を
訪
問
し
、「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
利
用
案
内
」を
配
布

し
ま
す
。
利
用
案
内
に
沿
っ
て
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
ご
回

答
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
が
な
か
っ

た
世
帯
の
み
、
再
度
調
査
員
が
訪
問

し
、
従
来
の
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

調
査
票
は
、
後
日
調
査
員
が
訪
問
し

た
際
に
直
接
お
渡
し
い
た
だ
く
か
、
郵

送（
切
手
不
要
）で
提
出
し
、
回
答
し

て
く
だ
さ
い
。

５
年
に
一
度
の
大
調
査
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調
査
結
果
の
利
用

　
国
勢
調
査
の
結
果
は
国
や
県
、
市

町
村
の
ほ
か
、
学
術
・
教
育
機
関
、

企
業
な
ど
幅
広
い
分
野
で
利
用
さ
れ
、

社
会
経
済
の
発
展
を
支
え
る
基
礎
と
し

て
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

　
不
正
確
な
回
答
や
回
答
漏
れ
が
あ
る

と
、
必
要
な
施
策
の
実
施
に
影
響
が
出

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
全
て
の

項
目
を
正
し
く
、
漏
れ
な
く
回
答
し
て

く
だ
さ
い
。

▼ 

各
種
法
令
に
基
づ
く
利
用
…

　
地
方
交
付
税
の
算
出
、
選
挙
区
の

　
設
定 

な
ど 

▼ 

行
政
上
の
施
策
へ
の
利
用
…

　
子
育
て
支
援
施
策
、
都
市
再
生
推

　
進
事
業
、
防
災
計
画
策
定 

な
ど 

▼ 

民
間
で
の
利
用
…

　
市
場
規
模
の
動
向
や
把
握
、

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
把
握 

な
ど

　
調
査
結
果
の
公
表

　
調
査
の
結
果
は「
人
口
速
報
集
計
」

を
平
成
28
年
２
月
に
、
そ
の
後
、
年

齢
別
人
口
、
世
帯
の
状
況
な
ど
の
詳
し

い
調
査
結
果
を
、
28
年
10
月
末
ま
で
に

公
表
す
る
予
定
で
す
。

　
公
表
し
た
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

総
務
省
統
計
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
都
道
府
県
立
図
書
館
な
ど
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　
国
勢
調
査
で
の
人
口
・
世
帯
数

は
、
国
が
市
に
配
分
す
る
交
付
税

に
反
映
さ
れ
ま
す
。
鳴
門
市
で
は
、

単
純
計
算
す
る
と
、
そ
の
額
１
人

当
た
り
約
10
万
円
！

　
交
付
金
は
、
社
会
資
本
の
整

備
な
ど
、
市
の
あ
ら
ゆ
る
事
業

に
活
用
さ
れ
ま
す
。
市
を
よ
り

よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
も
、
１

人
の
漏
れ
も
無
く
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。

国勢調査の流れ

9月10日（木）から12日（土）
に調査員が各世帯を訪問
し、インターネット調査用
ＩＤを配布

パソコンやスマートフォンなどか
らインターネットで回答し、完了
【回答期限】９月10日（木）～
　　　　　　　20日（日）

9月26日（土）から30日（水）
に調査員が訪問し、調査
票を配布

インターネットで回答
のなかった世帯のみ 調査員が回収または郵送

で提出し、回答完了
【回答期限】10月７日（水）

あなたの回答が
鳴門の未来を創ります

調査へのご協力をお願いします

国勢調査は、統計法によって
個人情報保護が定められてい
ます。また、調査員には同法
により厳格な守秘義務が課せ
られていますので、安心して
ご回答ください。

個人情報は厳格に
保護されます

地
方
交
付
税
の
算
定
は

１
人
当
た
り
約
10
万
円

利
用
例

　９月上旬から顔写真入りの調
査員証、腕章を身に着けた調査
員が各世帯を訪問します。
　国勢調査では、金銭の要求や
銀行口座の暗証番号、クレジットカード番号など
をお聞きすることはありません。調査員証や腕章
のない国勢調査をかたる不審な訪問者や、不審な
電話・電子メールなどにご注意ください。不審に
思った際には、回答しないで、速やかにお問い合
わせください。

「かたり調査」に気を付けて！

調査員証と腕章。不審な場合は提示を求めましょう。
※実際の調査員証には顔写真が付いています。

問 市役所戦略企画課 ☎088・684・1121 または
　 国勢調査コールセンター ☎0570・07・2015
※コールセンターの受け付け時間は午前８時
　から午後９時まで。土・日・祝日も対応。
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少子高齢化が進み、認知症高齢者や独居高齢者世帯が増加する中、
高齢者が住み慣れた地域で、自分らしく安心して暮らせるよう、

市では高齢者を地域全体で支え合うまちづくりを進めています。その
一環として、この度、新たに基幹型地域包括支援センターを開設しま
した。このセンターの役割や取り組み内容などをご紹介します。

問 市役所長寿介護課　☎088・684・1147

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
生
活
支
援
や
相
談
窓
口
、

介
護
予
防
の
拠
点
と
い
っ
た
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
、
平
成

18
年
に
５
カ
所
の
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
、
地
域
の
頼
れ
る
身
近
な
存

在
と
し
て
主
に
次
の
よ
う
な
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

①
総
合
相
談
・
支
援

　
高
齢
者
に
関
す
る
生
活
全
般
の

　
悩
み
・
相
談
へ
の
支
援

②
権
利
擁
護

　
成
年
後
見
制
度
の
紹
介
や

　
高
齢
者
虐
待
防
止
へ
の
支
援

③
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ

　メ
ン
ト

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
支
援
や

　
関
係
機
関
と
の
連
携
の
サ
ポ
ー
ト

④
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
要
支
援
者
や
要
介
護
状
態
に
な

　
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
へ
の
介
護

　
予
防
の
支
援

　
し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
化
に
伴

う
相
談
件
数
の
増
加
や
個
別
事
例

の
複
雑
化
に
よ
り
、
そ
の
役
割
を

よ
り
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
既
存
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー（
地
域
型
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）を
連
携
・
調
整
・
統

括
す
る
機
関
と
し
て
、
新
た
に
基

幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

基
幹
型
セ
ン
タ
ー
新
設

で
支
援
力
を
向
上

　
基
幹
型
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
27
年

９
月
８
日
、
市
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
２
階
の
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
機
能
の
分

化
と
対
応
力
の
強
化
が
図

ら
れ
ま
す
。
主
な
役
割
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
地
域
型
と
異
な

り
、
個
別
の
担
当
地
域
は

持
た
な
い
た
め
、
市
民
の

■ 基幹型センターの役割
①認知症初期集中支援チームの設置
　早期発見・早期対応を基本とした、訪問・
相談活動などを実施します。
②認知症ＳＯＳ
　徘徊ネットワーク会議の設置
　市内の各施設と連携し、認知症になって
も安心して暮らせるまちづくりを進めます。
③地域ケア会議の開始
　個々の事例について、在宅介護サービス
が適切なものかどうか、元気になるための
改善点がないかどうかの検討を行います。

　基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
設

高
齢
者
を
支
え
る
た
め
の
体
制
を
強
化

皆
さ
ん
に
は
こ
れ
ま
で
利
用
し
て

い
た
地
域
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
そ
の
ま
ま
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

※
新
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
広
報
７

月
号
で
募
集
し
ま
し
た
が
、
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
会
で
協
議
し

た
結
果
、
今
回
は
該
当
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「敬老の日」特集

　 え 合 い   安 心 し て
  ずっと暮らせるまちに
支
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名　称 所在地 電話番号 担当地域
基幹型地域包括支援センター 撫養町南浜字東浜30-9 ☎615・1417 市内全域

地域型
地域包括支援センター

おおあさ 大麻町桧字東山田57-10 ☎689・3738 大麻町
貴 洋 会 撫養町立岩字五枚146 ☎683・1075 撫養町川東地区、里浦町
ひだまり 大津町矢倉字四ノ越５ ☎686・1139 大津町、撫養町木津地区

緑 会
撫養町南浜字蛭子前東105 ☎685・1555 撫養町川西地区（木津を除く）、

鳴門西地区鳴門町三ツ石字江尻山74 ☎687・1191
やまかみ 鳴門町土佐泊浦字高砂205-29 ☎683・6727 瀬戸町、北灘町、鳴門東地区

鳴門市地域包括支援センター（指定介護予防支援事業所）

鳴門市

地域包括ケアシステムの充実（体制図）

私たちは、まず地域に出向き、個人の思いや意見、
また企業・団体などから事業やアイデアを集め、連
携や支援につなげていけるよう地域に密着した活動
に取り組みます。センターの活動を通して、市民の
皆さんと一緒に高齢者を地域全体で支え合う地域づ
くりを進めていきます。ご協力をお願いします。

私たちが基幹型センターの
スタッフです

左から阿部圭二、乾弘明、乾万里子、齋藤章子、前谷芳史

基幹型
地域包括支援センター

地域型
地域包括支援センター

やまかみひだまり
緑会貴洋会

おおあさ

困難事例への対応

徘徊ネットワーク

認知症対策

地域ケア会議

生活支援

連携
協力

連携
協力

調整
連携

統括

取り組み

介護予防
ケアマネジメント

権利擁護

総合相談・支援

包括的・継続的
ケアマネジメント

※市外局番は「088」

新設
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場　所 日　時 担当地域包括
支援センター

市役所本庁１階
第１会議室

９月29日(火)13：30～15：00

10月14日(水)13：30～15：00

10月19日(月)13：30～15：00

瀬戸連絡所 10月21日(水)10：30～12：00 やまかみ

ケアハウスなると 10月18日(日)13：30～15：00 緑会

里浦公民館 10月13日(火)10：00～11：30 貴洋会

木津原地集会所 10月21日(水)13：30～15：00 ひだまり

堀江公民館 ９月30日(水)10：30～12：00 おおあさ

　　　認知症サポーター養成講座 ［参加無料］

　
市
で
は
、
９
月
21
日
の
世

界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
に

ち
な
ん
で
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

【
問
・
申
し
込
み
】 

開
催
日
の

前
日
ま
で
に
、
市
役
所
本

庁
１
階
第
１
会
議
室
で
の

講
座
は
長
寿
介
護
課
へ
、

そ
れ
以
外
の
講
座
は
各
担

当
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
左
表
）へ
。

※
地
域
や
職
場
で
受
講
を

　
希
望
さ
れ
る
方
も
同
課
へ
。

高齢者を支えるための講座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
、

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を

温
か
く
見
守
る
応
援
者
と
し

て
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
活

動
し
ま
す
。
学
ん
だ
知
識
を

友
人
や
家
族
に
伝
え
る
こ
と

と
、
認
知
症
の
人
や
家
族
の

気
持
ち
を
理
解
し
よ
う
と
努

め
る
こ
と
も
サ
ポ
ー
タ
ー
の

活
動
で
す
。

　　　敬老の日のつどい

　
高
齢
者
の
方
々
の
社
会

参
加
の
促
進
や
生
き
が
い
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど

を
目
的
と
し
て
開
催
。
昼
か

ら
の
芸
能
大
会
で
は
、
各
地

区
か
ら
の
参
加
者
が
歌
や
舞

踊
、
大
正
琴
な
ど
を
披
露
し

ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
第
九
紙
芝

居
の
上
演
や
文
化
会
館
専
属

芸
人「
ず
ば
り
！
タ
コ
介
」さ

ん
の
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】 

９
月
21
日（
月・祝
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
場
　
所
】 

市
文
化
会
館

高齢者をお祝いする催し

【
内
　
容
】 

結
婚
50
周
年（
金

婚
）、
60
周
年（
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
）、
75
周
年（
プ
ラ

チ
ナ
婚
）を
迎
え
た
ご
夫
婦

へ
の
記
念
品
の
贈
呈
や
敬

老
作
文
優
秀
作
品
の
朗
読
、

イ
ラ
ス
ト
の
展
示
な
ど
。

出発地点／時刻 経由地点

大 麻 町
板東方面

２番札所極楽寺前
／午前９時発

大谷・大代・
木津バス停など

大 麻 町
川崎方面

川崎バス停
／午前９時発

東馬詰諏訪神社前、
大幸北バス停など

北灘町
方面

長浜バス停
／午前８時50分発

鳥ヶ丸・大浦バス停、
ふれあい公園前など

鳴門駅 ＪＲ鳴門駅前
／午前９時40分発

※各出発地点から市文化会館の間で乗車できる
　場所があります。詳しくは長寿介護課へ。

大麻・北灘・大津・木津地区の方は、
貸切バス（徳島バス）をご利用ください
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わ
た
し
が
あ
わ
お
ど
り
の
鳴
西
連
に

入
っ
て
、
今
年
で
五
年
目
に
な
り
ま
す
。

鳴
西
連
の
連
長
は
、
今
年
で
六
十
九
才

に
な
り
ま
す
。
で
も
、
い
つ
も
元
気
で
、

大
き
な
声
で
み
ん
な
に
お
ど
り
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。

　
わ
た
し
が
あ
わ
お
ど
り
を
始
め
た
ば

か
り
の
こ
ろ
に
、
わ
た
し
の
お
ど
り
を
見

た
連
長
は
、「
こ
し
を
も
っ
と
下
ろ
し
て
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
ま
し
た
。
言
わ

れ
た
よ
う
に
こ
し
を
も
っ
と
下
ろ
し
て
お

ど
っ
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
前
よ
り
も
上

手
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
三
年
生
の

時
に
、
上
手
く
お
ど
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
入
れ
る
矢
車
に
入
れ
て
も
ら
え
ま
し

た
。
あ
こ
が
れ
の
矢
車
に
入
れ
て
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
し
っ
か
り
自
信

を
も
っ
て
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
鳴
西
連
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
で
き

て
、
今
年
で
二
十
八
年
目
に
な
り
ま
す
。

今
の
連
長
が
連
長
に
な
っ
た
の
は
、
十
年

く
ら
い
前
で
す
が
、
鳴
西
連
が
で
き
た
時

か
ら
ず
っ
と
鳴
西
連
の
お
世
話
を
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
あ
わ
お
ど
り
が
大
好
き

で
、
み
ん
な
で
楽
し
く
お
ど
り
た
い
。
子

ど
も
た
ち
に
あ
わ
お
ど
り
の
楽
し
さ
を

教
え
た
い
と
始
め
た
そ
う
で
す
。

　
鳴
門
市
に
は
、
鳴
西
連
の
他
に
も
子

ど
も
連
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

今
で
は
子
ど
も
連
は
鳴
西
連
だ
け
で
す
。

長
く
続
け
る
の
は
本
当
に
大
変
な
こ
と

な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
の
お
か
げ
で
鳴
西
連
が
今
も
続
い

て
く
れ
て
い
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。

　
連
長
は
昔
、
お
店
を
や
っ
て
い
た
の

で
、
お
店
だ
っ
た
部
分
に
鳴
西
連
の
全
部

の
ハ
ッ
ピ
や
鳴
り
物
な
ど
を
保
管
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
み
ん
な
の
た
め

に
何
度
も
往
復
し
て
運
ん
で
来
て
く
れ

ま
す
。

　
鳴
西
連
は
子
ど
も
た
ち
と
鳴
り
物
の

お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
や
大
人
を
合
わ
せ

る
と
百
人
以
上
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
の
お
世
話
を
ず
っ
と
が

ん
ば
っ
て
き
て
く
れ
た
連
長
を
そ
ん
け

い
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
連
長
は
な
ん
で
も
工
夫
し
て

自
分
で
作
っ
て
し
ま
う
発
明
家
み
た
い

で
す
。「
こ
の
高
は
り
ち
ょ
う
ち
ん
は
、
自

信
作
な
ん
よ
」と
、
去
年
連
長
が
新
し
い

高
は
り
ち
ょ
う
ち
ん
を
持
っ
て
や
っ
て
き

ま
し
た
。
去
年
か
ら
高
は
り
ち
ょ
う
ち
ん

を
中
学
生
の
お
姉
さ
ん
が
や
っ
て
く
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
今
ま
で
の
高
は

り
ち
ょ
う
ち
ん
だ
と
重
す
ぎ
る
た
め
、
持

ち
手
の
部
分
を
新
し
く
し
た
の
で
す
。
よ

く
見
る
と
持
ち
手
の
部
分
が
つ
り
ざ
お

で
で
き
て
い
ま
し
た
。
つ
り
ざ
お
な
ら
軽

く
て
、
ち
ぢ
め
れ
ば
連
長
の
小
さ
い
車
に

も
簡
単
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す

ご
い
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
が
六
年
生
の
時
は
、
な
ん
と
鳴

西
連
が
で
き
て
ち
ょ
う
ど
三
十
年
で
す
。

た
く
さ
ん
練
習
し
て
、
今
よ
り
ず
っ
と
き

れ
い
に
お
ど
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
二
十
五
周
年
の
時
み
た
い

に
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
し
て
、
み
ん

な
で
楽
し
く
笑
い
た
い
で
す
。

　
私
は
中
学
生
に
な
っ
た
ら
ふ
え
を
や

り
た
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
お
母
さ
ん
が

ふ
え
を
や
っ
て
い
る
の
で
、
私
も
や
っ
て

み
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
だ
ま
だ

お
世
話
に
な
る
の
で
、
連
長
に
は
ず
っ
と

元
気
で
い
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

「敬老の日」特集

鳴
門
西
小
学
校
四
年
　
恵え

み美
　
結ゆ

う
凪な

さ
ん

「
あ
わ
お
ど
り
の
連
長
」

平
成
27
年
度   

敬
老
作
文
発
表

■ 敬老祝いに商品券を贈呈
　市では、高齢者の長寿を祝い節目を迎えられた
方にうずとく商品券を敬老祝品として贈ります。
　99歳以上（１万円分）の方には９月２日、３日、
７日に、 88歳（５千円分）の方には９月２日、
３日に自宅などへお届けします。
（基準日９月１日）

小学生

岡
部
　
梨り

な奈
　（
瀬
戸
中
１
年
）

中
野
　
杏あ

ん
な菜

　（
鳴
門
中
２
年
）

竹
田
　
彩あ

や
か夏

　（
大
麻
中
３
年
）

大
杉
　
美み

ゆ結
　（
明
神
小
１
年
）

石
川
　
陽ひ

な
た　 

（
大
津
西
小
２
年
）

大
野
　
礼あ

や
と翔

　（
鳴
門
西
小
３
年
）

恵
美
　
結ゆ

う
な凪

　（
鳴
門
西
小
４
年
）

三
木
　
龍た

つ
や弥

　（
撫
養
小
５
年
）

山
西
　
音お

と
は羽

　（
桑
島
小
６
年
）

中学生 平
成
27
年
度 

敬
老
作
文
特
選

（
敬
称
略
）
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マイナンバー制度が
始まります

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は

　
住
民
票
を
有
す
る
全
て
の
方
に
、

１
人
に
１
つ
付
さ
れ
る『
12
桁
の
番

号
』の
こ
と
で
、
社
会
保
障
、
税
、
災

害
対
策
の
分
野
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
市
役
所
や
年
金
事
務
所
、
税
務
署

な
ど
で
住
民
の
方
の
手
続
き
を
統
一

し
た
番
号
で
行
う
こ
と
で
、
よ
り
迅

速
・
正
確
・
適
正
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
ま
す
。

▼
３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

　
所
得
や
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受

給
状
況
が
把
握
し
や
す
く
な
る
た
め
、

負
担
を
不
当
に
免
れ

る
こ
と
や
給
付
を
不

正
に
受
け
る
こ
と
を

防
止
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

②
利
便
性
の
向
上

　
添
付
書
類
の
削
減
な
ど
、
行
政
手

続
き
が
簡
素
化
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

行
政
機
関
が
持
っ
て
い
る
自
分
の
情

報
を
確
認
し
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
の
通
知
を
受
け
取
っ
た
り
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
行
政
の
効
率
化

　
各
行
政
機
関
で
、
情
報
の
照
合
・

入
力
な
ど
に
要
す
る
時
間
や
労
力
が

削
減
さ
れ
た
り
、
複

数
業
務
の
連
携
が
行

わ
れ
た
り
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
効
率
化

が
図
ら
れ
ま
す
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知

　
10
月
５
日
以
降
に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
載
し
た「
通
知
カ
ー
ド
」が
、
原

則
と
し
て
住
民
票
の
世
帯
ご
と
に
簡

易
書
留
郵
便
で
送
付
さ
れ
ま
す
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
は
同
じ
番
号
を
生
涯
に

わ
た
っ
て
利
用
す
る
の
で
、
大
切
に

保
管
し
、
む
や
み
に
他
人
に
教
え
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
個
人
番
号
カ
ー
ド

　
通
知
カ
ー
ド
と
と
も
に
送
付
さ
れ

る
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

平
成
28
年
１
月
以
降
に
市
役
所
市
民

課
で「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。個
人
番
号
カ
ー

ド
の
取
得
は
義
務
付
け
ら
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
種
手
続
き

な
ど
で
本
人
確
認
の
手
段
と
し
て
用

い
ら
れ
ま
す
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

　
必
要
な
場
面

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
社
会
保
障
、
税
、

災
害
対
策
の
分
野
で
利
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
年
金
・

雇
用
保
険
・
医
療
保
険
の
手
続
き
や

生
活
保
護
・
児
童
手
当
そ
の
他
福
祉

の
給
付
、
確
定
申

告
と
い
っ
た
税
の

手
続
き
な
ど
を
行

う
際
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
税
や
社
会
保
険
の
手
続
き

で
は
、
事
業
者
や
証
券
会
社
、
保
険

会
社
な
ど
が
個
人
に
代
わ
っ
て
手
続

き
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
出
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

住民票の住所地以外の
居所にお住まいの方へ

　やむを得ない理由により住民票の住所地
で「通知カード」を受け取ることが出来ない
方は、「居所情報登録申請書」を住民票のある
住所地の市区町村に持参または郵送してく
ださい。申請が認められますと、登録され
た居所に「通知カード」が送付されます。

【対象者】 次のいずれかに該当する方
①東日本大震災による被災者で住所地以外
　の居所に避難されている方
②DV、ストーカー行為、児童虐待などの被害

者で住所地以外の居所に移動されている方
③一人暮らしで、長期間医療機関・施設に
　入院・入所されている方

【申請期間】 ９月25日（金）まで（必着）
※申請書は市役所市民課で配布または総務省

ホームページからダウンロードできます。
 （http://www.soumu.go.jp/kojinbango_card/）

10月５日以降、住民票の住所地に
あなたのマイナンバーをお知らせします

１人に１つの番号制度
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▼
企
業
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

◆
従
業
員
の
対
応
　

　
税
や
社
会
保
険
な
ど
の
手
続
き
の

際
に
、自
分
や
家
族
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
事
業
者
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

◆
事
業
者
の
対
応
　

　
各
行
政
機
関
に
提
出
す
る
各
種
法

定
調
書
や
被
保
険
者
資
格
取
得
届
な

ど
に
、
従
業
員
や
そ
の
家
族
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
て
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
申
告

さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

正
し
い
か
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
適
正
に
管
理
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
個
人
情
報
の
保
護

◆
制
度
面
で
の
保
護

　
他
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
不
正
入

手
や
漏
え
い
、
他
人
へ
の
不
当
な
提

供
、
目
的
外
の
利
用
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
違
反
す
る
と

厳
し
い
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
な
り
す
ま
し
を
防
止
す
る

た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
収
集
す
る

際
に
は
、
厳
格
な
本
人
確
認
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。

◆
シ
ス
テ
ム
面
で
の
保
護

　
個
人
情
報
の
一
元
管
理
は
行
わ
ず
、

国
税
に
関
す
る
情
報
は
税
務
署
に
、

児
童
手
当
や
生
活
保
護
に
関
す
る
情

報
は
市
役
所
に
な
ど
、
こ
れ
ま
で
同

様
に
情
報
は
分
散
し
て
管
理
さ
れ
ま

す
。
行
政
機
関
の
間
で
情
報
の
や
り

と
り
を
す
る
と
き
も
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
直
接
使
わ
な
い
よ
う
に
し
、
通
信

す
る
場
合
は
デ
ー
タ
の
暗
号
化
を
行

い
ま
す
。

　マイナンバー制度の開始により、「通知カード」や「個人番号カー
ド」が発行されます。これらのカードはどのような効力を持つの
か、また、現在発行している住民基本台帳カードやなると市民カー
ドと比較し、どのような違いがあるのかを下表で説明します。

今後のスケジュール

通知カードの送付
　マイナンバーが記載された通知カード
を、住民票を有する全ての方に交付します。
個人番号カードの交付申請
　希望者は郵送などで個人番号カードの
交付申請ができます。

個人番号カードの交付
　個人番号カードの交付申請をされた方
に、市役所市民課で個人番号カードを交
付します。
マイナンバーの利用開始
　社会保障、税、災害対策の手続きで、
マイナンバーの利用が開始されます。

住民基本台帳カード 個人番号カード 通知カード なると市民カード

様式

・住民票コードの券面記載なし
・顔写真は選択制

・個人番号を裏面に記載
・顔写真を表面に記載

・個人番号を表面に記載
・顔写真なし

・番号の券面記載なし
・顔写真なし

交付 後日交付 後日交付 簡易書留で郵送 即日交付

発行
手数料

500円
※電子証明書は別途500円が
必要

初回発行無料 初回発行無料 初回発行無料

有効
期間 発行日から10年 発行日から10回目の誕生日まで

※20歳未満は５回目の誕生日まで なし なし

利便性

・身分証明書として利用
・電子証明書による電子申請
などの利用
・平成28年１月以降は新規発行
不可（個人番号カードへ移行）

・身分証明書として利用
・個人番号を確認する場面での利用
・付加サービスの利用
・電子証明書による電子申請など
の利用

・個人番号カードの交
付を受けるまでの間、
個人番号の提供を求
められた場合に利用

（通知カードとは別に
身分証明書も必要）

・印鑑登録証明書の
発行（自動交付機で
も発行可能）
・自動交付機で住民
票の発行

10月以降

平成28年１月以降

▼  国のコールセンター ☎0570・20・0178
　（平日午前９時30分～午後５時30分）

▼  マイナンバー制度全般…
　市役所総務課 ☎088・684・1042

▼  通知カード・個人番号カード…
　市役所市民課 ☎088・684・1135

ご不明な点はお問い合わせください

市役所への問い合わせは

各
カ
ー
ド
の
比
較
表

（案） （案）

通知カードや個人番号カードって、

ほかの公的なカードと何が違うの？
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問 市役所戦略企画課 
〒772・8501　撫養町南浜字東浜170
☎088・684・1120  FAX  088・684・1336
Ｅメール：kikaku@city.naruto.lg.jp

市のイメージアップと特産
品のＰＲを目的に、「なる

と金時」のお菓子「芋棒」を用い
て世界記録に挑戦します。挑戦
は11月８日（日）に、鳴門ウチノ
海総合公園で行われます。みんなで「記憶」に残る「記録」
をつくりましょう。

記録名
　Longest relay of people feeding each other
　（リレー形式で食べさせ合った最多人数）

挑戦内容
　参加者が列に並び、「なると金時」を使ったお菓子「芋
棒」をリレー形式で順番に食べさせ合います。①食べ物
を落とした場合、②列を乱した場合、③座った場合な
どは失格となります。現在のギネス世界記録は628人
となっています。 （８月18日時点）

挑戦者の募集
【募集人数】 1，200人
【募集期間】 10月30日（金）まで
【対象者】 小学校高学年以上の方で、１時間程度立って

いられる方

監視員の募集（ボランティア）
【募集人数】 30人
【募集期間】 ９月30日（水）まで
【対象者】 鳴門市役所、挑戦者および会場（ウチノ海総

合公園）の関係者以外の方

申し込み
　はがき、ファクスまたはＥメールに、住所、氏名、年齢、
連絡先を記入し、市役所戦略企画課まで。
※監視員への応募は、所属団体（勤務先、学校名など）
　がある場合は明記してください。

ギネス世界記録Ⓡに挑戦！
～挑戦者と監視員を募集します～

「記憶」に残る「記録」をつくろう

市職員を名乗る者による振り込め詐欺が

連続して発生しています！！

　各種消費者トラブルや製品事故など、消費生活に関する相談を
専門相談員がお受けします。

【相談時間】 月～金曜（祝日を除く）  午前９時30分～午後３時30分
※土・日曜の相談は県消費者情報センター（☎088・623・0110／9:00～16:00）へ。

鳴門市消費生活センター　☎088・686・3776（FAX  兼用）

市消費生活センター
　（うずしお会館４階）
市消費生活センター
　（うずしお会館４階）
　

秘密
厳守

相談
無料

注意

　突然、市職員を名乗る者から「医療費の払い戻しが
あるが手続きがまだできていない。金融機関名を教
えてほしい」と電話があり、取引銀行名を伝えたとこ
ろ、「30分後に銀行から電話がある」と告げられ、いっ
たん電話が切れた。

　30分後、銀行員を名乗る者から電話があり、指示
を受けてＡＴＭ（現金自動預払機）へ向かった。携帯
電話で指示されたとおりＡＴＭを操作し、その後明
細を確認すると、口座から現金が引き落とされてい
ることがわかり、だまされたことに気付いた。

詐欺の事例

このような不審な電話を受けても、決して個人情報を教えることなく、鳴門警察署（☎088・
685・0110）や警察相談専用電話（☎＃9110）、消費生活センターまでご相談ください。

市職員や銀行員が、電話でお金の要求や
ＡＴＭでの操作依頼をすることは一切ありません

一人で悩まないで！困ったときはここに相談

そ
の

振

り込み待った！

市からのお知らせ
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問 市役所人権推進課 ☎088・684・1148

知ろう！鳴門市男女共同参画推進条例
「女男（とも）に生き 幸せを分かち合えるまちなると」

連
載
連
載

男女参画施策を総合的・計画的に推進するための「鳴
門市男女共同参画推進条例」。平成28年１月１日

施行予定のこの条例には「12の基本理念」が定められて
おり、これに沿って、すべての人が対等なパートナー
として助け合い、支え合い、幸せを分かち合う鳴門の
まちづくりを進めていきます。今回はこの「12の基本理
念」の₁から₃をお伝えしますので、男女共同参画社会
の実現に向け、自分たちで取り組めることを考えてみ
ましょう。

基本理念₁ 男女の人権の尊重
　性別による差別的取り扱いを受けるこ
となく、すべての人が平等に尊重され、
個性や能力を発揮できるようにしよう

基本理念₂ 社会における制度または
　　　　　 慣行についての配慮
　性別によって決められてきた役割分担
や社会制度を見直し、男女の自由な活動
の選択が妨げられないように配慮しよう

基本理念₃ 政策などの立案および
　　　　　 決定への共同参画
　さまざまな取り決めの場において男
女が平等に参加し、意見を述べる機会
を確保しよう

※基本理念₄以降は、広報10・11月号で掲載します。

▶ 何をすれば良いの？
　WeLoveなるとデーとは、鳴門のためにできることをする
日（期間）のことです。期間中の可能な日に、個人や団体で
何か一つ活動していただくだけで参加できます。
　できることをできる範囲で各自が考え、行動を起こすことを
通して、鳴門を愛する気持ちを高めましょう。

▶ アイデア・活動を募集します
「鳴門のためになる」行動例アイデア
　市民の皆さん自らが実践できる行動例のアイデアを募集し
ます。10月16日（金）までに、郵送、ファクスまたはＥメールで
市役所市民協働推進課までご提案ください。提案いただい
たアイデアは次号などで紹介（無記名）します。

周知したい活動はありませんか
　鳴門のために行う活動の告知や参加者募集が必要な場
合は周知のサポートを行います。希望される方は10月16日
（金）までに下記申込書を右記へご提出ください。

▼   ▼   ▼   ▼   　WeLoveなるとデー  活動周知サポート申込書

個人名または団体名 　　　 代表者名
（団体の場合） 　　

連絡先電話番号      実施日時

実施内容
（イベント名や活動内容、募集

要件などもあれば）

実施場所  　 

取材の可否 可    ・    否

◎ 活動例 （一例）～アイデア次第で何でも取り組めます～
・親子・教職員グラウンドゴルフ大会の開催
・文化会館や岡崎海岸周辺の清掃活動を実施
・第４回100円商店街　など
　ほかにも、「徳島ヴォルティス
をスタジアムで応援」や「ブロ
グなどで鳴門をPR」なども鳴
門のための活動となります。

▶ 活動の様子を紹介します
　ふるさと鳴門を愛する気持ちを共有するため、活動の様
子を本誌や市公式ウェブサイトで紹介します。活動後、報告
書の提出にご協力をお願いします。詳しい報告方法は広報
11月号でお知らせする予定です。

 
〒772･8501 撫養町南浜字東浜170番地
☎088・684･1189／FAX  088・684･1336
Ｅメール：welovenaruto@city.naruto.lg.jp

問・提出先　市役所市民協働推進課

今年も

開催します！

実施期間
10月25日（日）～
11月８日（日）　

市からのお知らせ
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Naruto
City_information

鳴
門
の
自
然
や
人
々
、
食
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
テ
ー
マ

に
し
た
観
光
写
真
を
、「
一
般
の

部
」「
大
鳴
門
橋
開
通
30
周
年
記

念
の
部
」「
携
帯
の
部
」の
３
部

門
で
広
く
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

①
一
般
の
部

Ｂ
４
サ
イ
ズ
ま
た
は
Ａ
４
サ

イ
ズ
に
プ
リ
ン
ト
し
て
、
市

う
ず
し
お
観
光
協
会
に
備
え

て
い
る
応
募
用
紙（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）を
作
品
に
貼
り
、
同
協

会
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
で

応
募
。

②
大
鳴
門
橋
開
通
30
周
年
記
念

　
の
部

大
鳴
門
橋
を
撮
影
し
た
写
真

で
あ
る
こ
と
。
応
募
方
法
は

①
一
般
の
部
と
同
じ
。

③
携
帯
の
部

カ
メ
ラ
付
き
携
帯
電
話
か
ら

Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
。
件
名
に

「
鳴
門
百
景
」、
本
文
に
題
名
、

住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
撮
影
場
所
、
撮
影
年

月
日
、
携
帯
電
話
番
号
、
携

帯
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

【
表
　
彰
】 

①
一
般
の
部
⋮
最
優
秀
賞
１
点

（
賞
金
５
万
円
）、
優
秀
賞
２

点（
賞
金
１
万
円
）、
入
選
７

点（
賞
金
５
千
円
）

②
大
鳴
門
橋
開
通
30
周
年
記
念

の
部
⋮
最
優
秀
賞
１
点（
賞

金
５
万
円
）、
入
選
５
点（
賞

金
５
千
円
）

③
携
帯
の
部
⋮
最
優
秀
賞
１
点

（
賞
金
１
万
円
）、
入
選
３
点

程
度（
賞
金
３
千
円
）

※
各
入
賞
者
に
は
賞
金
の
ほ
か

　
副
賞
あ
り
。

【
応
募
締
切
】 

11
月
30
日（
月
）

　
必
着

【
審
査
発
表
】 

12
月
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
予
定

【
応
募
規
定
】

・
作
品
は
２
年
以
内
に
撮
影
し

た
自
作
、
未
発
表
の
も
の
。

・
応
募
点
数
は
１
人
各
部
門
10

点
ま
で
。

・
応
募
作
品
は
原
則
返
却
不
可
。

・
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
撮
影

者
に
帰
属
し
ま
す
が
、
主
催

者
は
鳴
門
の
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど

を
目
的
と
し
て
、
入
賞
作
品

を
無
償
で
独
占
的
に
利
用
で

き
る
も
の
と
し
ま
す
。

・
被
写
体
が
人
物
の
場
合
、
肖

像
権
侵
害
な
ど
の
責
任
は
負

い
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
事
前

に
了
承
を
得
て
く
だ
さ
い
。

問 市うずしお観光協会 ☎684･1731　〒772・0003 撫養町南浜字東浜165番地10

Ｅメール：info@naruto-kankou.jp　ホームページ：http://www.naruto-kankou.jp

電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

大鳴門橋開通30周年記念  鳴門百景2015フォトコンテスト

昨年度一般の部
最優秀賞作品

「夜明けの展望台」

作品募集

台
風
な
ど
で
発
生
す
る「
災

害
ご
み
」は
、
直
接
市
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
む

か
、
各
地
域
に
設
置
す
る
仮
置

き
場
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
災
害
直
後
、
通
常
の
ご
み

は
通
常
の
収
集
日
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆ 
仮
置
き
場
を
作
る
場
合

①
各
地
域
で
通
常
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
以
外
に
仮
置
き

場
を
設
定
し
、
事
前
に
セ
ン

タ
ー
へ
連
絡
す
る
。

②
仮
置
き
場
に
は
燃
や
せ
る
ご

み
・
燃
や
せ
な
い
ご
み
・
粗

大
ご
み
を
分
別
し
て
置
く
。

※
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
や

パ
ソ
コ
ン
は
不
可
。

③
収
集
期
間
は
災
害
後
１
週
間

程
度
。
期
間
内
に
セ
ン
タ
ー

に
収
集
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
以
降
は
仮
置
き
場

で
の
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

 問 市クリーンセンター廃棄物対策課 ☎683・7573

風水害で発生する「災害ごみ」の処分
通常のごみと災害ごみはまぜないでください

災害時のし尿くみ取り料金
を市が負担 ［条件あり］
　注意報または警報発令時の
水害で、「くみとり式便そう」の
し尿が満水または著しく増量
した場合、くみとり料金を市
が全額負担します。
問 鳴門市清掃協同組合
　 ☎685・1685

審
査
案
内
と
志
願
書
は
市
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
で

配
付
す
る
ほ
か
、
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
詳
し
い
応
募
方
法

や
審
査
内
容
は
同
サ
イ
ト
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
同
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
人
員
】 

３
人
程
度

【
受
審
資
格
】 

昭
和
56
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、

幼
稚
園
教
諭
免
許
と
保
育
士

資
格
の
両
方
を
有
す
る
か
、

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に

両
方
を
取
得
見
込
み
の
方

【
第
一
次
審
査
日
／
場
所
】　
　

10
月
18
日（
日
）／
大
麻
中
学
校

平成28年度採用　幼稚園教諭募集
志願書の受け付けは９月14日(月）まで

問 市教育委員会学校教育課 ☎686・8802

子どもたちと

ふれあう「お仕事」

幼
稚
園
臨
時
教
諭
も
随
時

募
集
し
て
い
ま
す

︵
介
助
員
・
補
助
員
を
含
む
︶

【
募
集
人
員
】 
７
人
程
度

【
雇
用
期
間
】 
随
時
採
用
で
、

　
採
用
日
か
ら
６
カ
月
以
内

【
応
募
資
格
】 

幼
稚
園
教
諭
免

許
・
保
育
士
資
格
を
有
す

る
方
ま
た
は
保
育
の
知

識
・
経
験
を
有
す
る
方

【
申
し
込
み
】 

市
販
の
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）と
、
資
格
を

有
す
る
方
は
そ
の
免
許
状

の
写
し
を
添
え
て
市
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
へ
。
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あなたの文芸作品を応募しませんか
第₄₅号『なると市民文芸』作品募集 問 市役所文化交流推進課内 市文化協会事務局 ☎684･1214

作品募集

市からのお知らせ
City_information

健
康
な
毎
日
を
送
る
た
め

に
、
年
に
一
度
、
体
の
総

点
検
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
健
診
当
日
は
特
定
健
康
診
査

と
頸
部
エ
コ
ー
検
査
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

【
日
　
時
】 

９
月
26
日（
土
）

　
　
　
　 

午
後
２
時
～
３
時

【
場
　
所
】 

市
消
防
庁
舎
前
、

　
市
消
防
本
部
３
階
会
議
室

【
対
　
象
】 
40
歳
か
ら
74
歳
の
鳴

門
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

【
定
員
／
自
己
負
担
額
】 

　
30
人
程
度（
下
記
ヤ
ン
グ
健

　
診
を
含
む
）／
千
円

【
準
備
物
】 

特
定
健
診
受
診
券

（
紛
失
し
た
場
合
は
市
役
所

特定健康診査（メタボ健診）の受診を
市消防庁舎前に巡回健診バスがやってきます

問 市役所保険課 ☎684・1204

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
て
い
る
、
節
目
の
年

齢
の
方
を
対
象
に
、
口
腔
機
能

の
低
下
や
肺
炎
な
ど
の
疾
病
を

予
防
す
る
た
め
の
歯
科
健
康
診

査
を
実
施
し
ま
す
。

【
対
　
象
】 

大
正
13
年
以
前
に

生
ま
れ
た
方
お
よ
び
昭
和
４

年
、
９
年
、
14
年
に
生
ま
れ

た
方
。
た
だ
し
、
長
期
入
院

患
者
や
施
設
入
所
者
は
対
象

外
に
な
り
ま
す
。

※
対
象
者
に
は
通
知
は
が
き
を

送
付
し
ま
す
。

【
受
診
方
法
】 

事
前
に
電
話
な
ど

で
健
診
実
施
歯
科
医
院
に
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
実
施
歯
科
医
院
は
、
市
役
所

保
険
課
で
一
覧
表
を
配
布
す

る
ほ
か
、
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
や
県
歯
科
医
師

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確

認
で
き
ま
す
。

【
受
診
期
間
】 

10
月
１
日（
木
）～

　
　
　
　 

11
月
30
日（
月
）

【
準
備
物
】 

後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
、
歯
科
健
診
受
診

券
の
は
が
き

【
注
意
事
項
】 

歯
科
健
診
は
期
間

中
に
１
回
の
み
で
す
。
ま
た
、

歯
科
健
診
自
体
は
無
料
で
す

が
、
そ
の
後
に
治
療
行
為
が

行
わ
れ
る
場
合
は
有
料
と
な

り
ま
す
。

高齢者の歯の健康をチェック
後期高齢者医療制度の歯科健康診査

問 県後期高齢者医療広域連合 ☎677・3666

な
る
と
市
民
文
芸
は
俳
句
、

短
歌
、川
柳
、漢
詩
、随
筆
、

小
説
、
郷
土
史
な
ど
か
ら
構
成

さ
れ
る
、市
民
の
投
稿
作
品
を
中

心
に
ま
と
め
た
文
芸
誌
で
す
。

【
応
募
資
格
】 

鳴
門
市
内
に
在

住
、
在
勤
、
ま
た
は
在
学
し

て
い
る
方

【
応
募
規
定
】 

俳
句
、
短
歌
、
川

柳
、
漢
詩
部
門
は「
な
る
と

市
民
文
芸
」規
定
の
応
募
用

紙
を
、
そ
れ
以
外
の
部
門
は

市
販
の
原
稿
用
紙（
Ａ
４
版
、

４
０
０
字
詰
め
）を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
応
募
規
定
や
応
募
用

紙
は
、
市
文
化
協
会
事
務
局

で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
新
着
情
報
か

ら
も
入
手
可
。

【
応
募
方
法
】 

作
品
の
部
門
名
、

氏
名（
雅
号
で
応
募
す
る
時

は
本
名
を
併
記
）、
住
所
、

電
話
番
号
、
所
属
団
体（
な

い
場
合
は
不
要
）を
記
入
の

上
、
10
月
30
日（
金
）ま
で
に

市
文
化
協
会
事
務
局
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
ど
も
俳
句
は
学
校
名
、
学

年
、
氏
名（
漢
字
）を
記
入
し
、

小
学
校
を
通
じ
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

▼   俳　句＝１人３句（こども俳句は１人２句）

▼   短　歌＝１人３首

▼   川　柳＝１人３句

▼   現代詩＝１人３編以内、１編は原稿用紙２枚以内

▼   漢　詩＝１人３首以内、読み下し文を併記（長詩不可）

▼   小　説＝１人１編、原稿用紙30枚以内

▼   随　筆＝１人１編、原稿用紙５枚以内

▼   郷土史＝１人１編、原稿用紙20枚以内

▼   その他文芸作品＝１人１編、概ね原稿用紙20枚以内
※詳細は作品部門に応じて編集運営委員会で決定しますの

で、お問い合わせください。

応 募 部 門

保
険
課
で
再
発
行
し
ま
す
）、

被
保
険
者
証
、
問
診
票（
申

し
込
み
後
送
付
）

【
申
し
込
み
】 

９
月
18
日（
金
）ま

で
に
同
課
へ
。

◆ 

ヤ
ン
グ
健
診
も
同
日
・

 

同
時
刻
に
実
施
し
ま
す

　
若
い
う
ち
か
ら
の
健
康
管
理

を
応
援
す
る「
ヤ
ン
グ
健
診
」を

受
診
し
ま
せ
ん
か
。
健
診
内
容

や
申
し
込
み
方
法
な
ど
は
上
記

の
特
定
健
康
診
査
と
同
じ
で
、

30
歳
以
上
40
歳
未
満
の
方
が
受

診
で
き
ま
す
。

※
特
定
健
診
受
診
券
は
、
ヤ
ン

グ
健
診
で
は
不
要
で
す
。
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生
活・暮
ら
し

お
ゆ
ず
り
し
ま
す 

※
全
て
無
料

　
◆
折
り
た
た
み
式
電
動
ベッ
ド

　
◆
反
射
式
天
体
望
遠
鏡 

◆
冷･

温

　
風
機 

◆
ポ
ー
タ
ブ
ル
冷
蔵
庫

　
◆
日
本
水
仙
の
球
根（
２
０
０
個
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

　
◆
琴 

◆
大
正
琴

問 
市
消
費
者
協
会
☎
６
８
６･

３
７
７
６

今
月
の
納
期

固
定
資
産
税（
３
期
）、
国
民
健
康
保

険
料
、
介
護
保
険
料 （
各
４
期
）、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
２
期
）、

下
水
道
受
益
者
負
担
金（
２
期
）

　
９
月
30
日（
水
）ま
で
に
市
役
所
税

務
課
、
保
険
課
ま
た
は
指
定
金
融
機

関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
案
内

　
９
月
12
日（
土
）は
午
前
８
時
30
分

笑
顔
と
魅
力
う
ず
ま
く
地
域
婚
活

支
援
事
業
補
助
金
創
設

　
市
で
は
、
結
婚
を
望
む
男
女
へ
の

出
逢
い
の
機
会
の
創
出
や
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
、「
笑
顔
と
魅
力

う
ず
ま
く
地
域
婚
活
支
援
事
業
補
助

金
」を
創
設
し
ま
し
た
。
同
補
助
金
を

活
用
し
た
い
団
体
な
ど
は
、
市
役
所

戦
略
企
画
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
詳
細
は
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問 

同
課 

☎
６
８
４・１
６
２
２

講
座・教
室・試
験
な
ど

環
境
学
習
館
の
各
種
教
室

　
両
教
室
と
も
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
３
階
環
境
学
習
館
で
開
催
。
問

い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
同
館（
☎

６
８
３・７
５
６
８
）へ
。

■
絵
手
紙
教
室（
全
２
回
）　

　
手
す
き
は
が
き
な
ど
を
使
用
。

【
日
時
】９
月
７
日（
月
）、
10
月
６
日

　（
火
）午
後
２
時
～
４
時

【
定
員
】20
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】鉛
筆
、絵
筆
、水
性
絵
具
、

　
墨
な
ど

■
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室（
全
２
回
）

　
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

【
日
時
】９
月
17
日（
木
）、
10
月
22
日

　（
木
）午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

【
定
員
】20
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】布（
１
１
０
㌢
×
30
㌢
１

　
枚
）、端
切
れ
、裁
縫
道
具（
針
、糸
、

　
は
さ
み
、
筆
記
用
具
な
ど
）

か
ら
正
午
ま
で
ご
み
の
持
ち
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。
21
日（
月
・
祝
）か

ら
23
日（
水
・
祝
）は
休
業
し
ま
す
。

問 

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　 

☎
６
８
３･

７
５
７
０

市
民
課（
土
曜
日
）開
庁
日

　
９
月
５
日（
土
）、
10
月
３
日（
土
）

は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
０
時
30

分
ま
で
市
民
課
窓
口
を
開
庁
し
ま
す
。

※
住
所
の
異
動
は
不
可
。

問 
市
役
所
市
民
課
☎
６
８
４･

１
１
３
５

９
月
の
市
文
化
会
館

駐
車
場
制
限
日
程

▼
５
日（
土
）午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
12
日（
土
）午
前
９
時
～
午
後
10
時

▼
13
日（
日
）午
前
９
時
～
午
後
10
時

▼
17
日（
木
）午
前
９
時
～
午
後
10
時

▼
21
日（
月･

祝
）午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
22
日（
火･

休
）午
前
９
時
～
午
後
10
時

▼
23
日（
水･

祝
）午
前
９
時
～
午
後
10
時

▼
27
日（
日
）午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
市
文
化
会
館
を
利
用
さ
れ
る
方
は

　
ご
駐
車
く
だ
さ
い
。

「
阿
波
と
く
し
ま
・
商
品
券
」の

使
用
は
10
月
19
日
ま
で

　「
阿
波
と
く
し
ま
・
商
品
券
」の
使

用
期
限
は
、
10
月
19
日（
月
）ま
で
と

な
り
ま
す
。
使
用
期
限
を
過
ぎ
た
商

品
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
、
期

限
ま
で
に
取
扱
店
舗
で
ご
使
用
く
だ

さ
い
。

問 

徳
島
県
商
工
会
連
合
会

　 

☎
６
２
３・２
０
１
４

旬
の
魚
の
さ
ば
き
方
教
室

【
日
時
】９
月
26
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

【
場
所
】北
泊
漁
業
協
同
組
合

【
定
員
】30
人（
先
着
順
）

【
参
加
費
】１
５
０
０
円

※
当
日
集
金（
お
土
産
あ
り
）

【
準
備
物
】よ
く
切
れ
る
包
丁
、
エ
プ

　
ロ
ン
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
濡

　
れ
て
も
よ
い
服
装

【
問
・
申
し
込
み
】９
月
18
日（
金
）ま

　
で
に
市
役
所
水
産
振
興
室（
☎
６

　
８
４・１
１
５
２
）へ
。

介
護
予
防
シ
ル
バ
ー

ら
く
ら
く
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

【
対
象
】要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

　
け
て
い
な
い
市
内
在
住
の
65
歳
以

　
上
で
、
３
回
と
も
受
講
で
き
る
方

【
費
用
】材
料
費
３
０
０
円（
３
回
分
）

※
初
回
に
３
回
分
集
金

【
準
備
物
】エ
プ
ロ
ン
、 

　
三
角
巾
、 

筆
記
用
具

【
問
・
申
し
込
み
】９
月
18
日（
金
）ま

　
で
に
市
役
所
長
寿
介
護
課（
☎
６

　
８
４・１
１
７
５
）へ
。

■
次
の
２
カ
所
で
開
催

●
林
崎
保
育
所（
多
世
代
交
流
サ
ロ
ン
）

【
日
時
】９
月
25
日（
金
）、

　
10
月
２
日（
金
）、
９
日（
金
） 

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

【
定
員
】 

15
人

●
木
津
元
村
集
会
所

【
日
時
】９
月
29
日（
火
）、

　
10
月
６
日（
火
）、
13
日（
火
） 

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　秋の全国交通安全運動
　　　～子どもと高齢者の交通事故防止～

　日没時刻が急激に早くなる秋は、夕暮れ時に事故が
多発する傾向にあります。「早めのライト点灯」に努め、
安全運転を心がけましょう。
　その啓発キャンペーンとして、18日（金）午前７時30
分から「人の波2000ｍ作戦」を実施します。
※９月30日（水）は「交通事故死ゼロを目指す日」です。
問 市役所市民協働推進課　☎684･1394

９月21日
（月･祝

）

　～30日
（水）

【
定
員
】 

15
人

就
職
に
繋
が
る
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
書
作
成
ソ
フ
ト
の
基
本
操
作
を

学
習
し
ま
す
。

【
日
時
】９
月
３
日
、10
日
、17
日（
各

　
木
曜
日
）午
後
１
時
～
３
時

【
場
所
】キ
ョ
ー
エ
イ
鳴
門
駅
前
店
４
階

【
対
象
】15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
無
業

　
の
方
　
※
学
生
不
可
　
　
　
　
　

【
定
員
】５
人（
先
着
順
）　
※
要
予
約

【
問
・
申
し
込
み
】９
月
２
日（
水
）ま

　
で
に
と
く
し
ま
地
域
若
者
サ
ポ
ー

　
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
☎
６
０
２・０

　
５
５
３
）へ
。
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無料相談　 まずはお電話を

行政相談 日時  ９月11日㈮ 13：00～16：00 
　 場所  市役所本庁１階市民相談室  担当：梯
問 秘書広報課 ☎684・1118

人権相談 日時  ９月18日㈮13：30～16：30
　 場所  市役所本庁１階市民相談室
問 人権推進課 ☎684・1148

成年後見制度相談 日時 ９月16日㈬ 13：30～15：30
　 場所  市役所本庁１階市民相談室（基本予約）
問 長寿介護課 ☎684・1175

女性相談 日時  月～金曜（祝日除く）  8：30～17：00
　 場所  女性子ども支援センター
問 『ぱぁとなー』 ☎684・1413、☎684・1408

心配ごと相談 日時  毎金曜（祝日除く） 10：00～15：00
　 場所  老人福祉センター心配ごと相談所
問 市社会福祉協議会 ☎685・7170

職業相談 日時  ９月９日㈬ 13：30～14：30
　 場所  市人権福祉センター１階応接室
問 鳴門公共職業安定所 ☎685・2270

身体障害者相談 日時  月～金曜（祝日除く）  9：30～
　12：00 場所  市身体障害者会館
問 同館 ☎686・4144

NPO相談 日時  月～金曜（祝日除く） 8：30～17：00
　 場所  市役所市民協働推進課
問 同課 ☎684・1200

消費生活相談 日時  月～金曜（祝日除く） 9：30～
　15：30 場所  消費生活センター
問 同センター ☎686・3776

電話法務相談
　（一社） 四国市民法務サポート代表理事の森江
大蔵氏による無料電話法務相談。 
日時  ９月15日（火）15：00～18：00
内容  くらしの法務相談全般　
電話番号 0120・992・932

出張年金相談 ※要予約
　社会保険労務士会による請求手続きや各種相談。
日時  ９月17日（木）10：00～15：00
場所  市役所本庁１階 第１会議室
問 街角の年金相談センター徳島 ☎657・3081

若者の就労相談会 ※要予約
　仕事や学校へ行っていない若者の働くことに関
する相談（家族からの相談可）
日時  ９月２日（水）、８日（火）、15日（火）、28日（月）
　 　13：00～17：00
場所  市役所本庁舎周辺（予約時に要問い合わせ）
問 とくしま地域若者サポートステーション ☎602･0553

認知症サポート医によるもの忘れ相談
日時 ９月30日（水）14：00～16：00
場所  市役所本庁１階 市民相談室
問 市社会福祉協議会 ☎615･1417

介護者家族の会による相談
日時 ９月８日（火）10：00～15：00
場所  老人福祉センター内ボランティアセンター
問 市社会福祉協議会 ☎615･1417

ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】10
月
３
日（
土
）　

　
　
　
①
午
前
10
時
30
分
～

　
　
　
②
午
後
２
時
～

【
場
所
】大
道
銀
天
街
ひ
か
り
や
２
階

【
参
加
費
】５
０
０
円

【
対
象
】20
代
か
ら
30
代
ま
で
の
女
性

【
定
員
】各
回
10
人

【
問
・
申
し
込
み
】９
月
24
日（
木
）ま

　
で
に
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
人

　
権
課
内 

鳴
門
市
青
年
連
合
会
事

　
務
局（
☎
６
８
６・８
８
０
７
）へ
。

普
通
救
命
講
習

【
日
時
】10
月
18
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

【
場
所
】市
消
防
本
部
３
階
会
議
室

【
対
象
】市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
15

　
歳
以
上
の
方

【
内
容
】心
肺
蘇
生
法（
胸
骨
圧
迫
、

　
人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
）、

　
異
物
除
去
、
止
血
法
、
そ
の
他
の

　
応
急
手
当

【
定
員
】先
着
10
人
程
度

【
問
・
申
し
込
み
】９
月
30
日（
水
）ま

　
で
に
市
消
防
本
部
予
防
課（
☎
６

　
８
４・１
４
９
４
）へ
。

募
　
集

脳
の
楽
が
く
し
ゅ
う習
教
室
　
後
期
受
講
生

お
よ
び
楽
習
サ
ポ
ー
タ
ー

【
日
時
】10
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
２

　
月
25
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

【
場
所
】ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
る
と

【
問
・
申
し
込
み
】９
月
17
日（
木
）ま

　
で
に
市
役
所
長
寿
介
護
課（
☎
６

　
８
４・１
１
７
５
）へ
。

※
事
前
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
後
期
受
講
生

鳴
門
教
育
大
学
公
開
講
座

具
体
例
を
通
し
て
学
ぶ
子
育
て

　
子
ど
も
の
困
っ
た
行
動
の
意
味
や

怒
り
過
ぎ
た
後
の
対
応
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】９
月
12
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
場
所
】市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

　
会
議
室

【
対
象
】子
育
て
中
の
方
な
ど
子
ど
も

　
に
興
味
の
あ
る
方

【
定
員
】25
人

【
受
講
料
】７
５
０
円

【
問
・
申
し
込
み
】同
大
学
社
会
連
携

　
課
地
域
連
携
係（
☎
６
８
７・６
１

　
０
２
）へ
。

き
ら
め
き
マ
ス
タ
ー
サ
ロ
ン

２
０
１
５ 

市
青
連
×
ひ
か
り
や

　
肌
や
髪
の
悩
み
、
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ

の
疑
問
な
ど
を
気
軽
に
相
談
し
て
み

　
読
み
書
き
や
計
算
の
教
材
で
継
続

的
に
学
習
し
、
脳
を
活
性
化
し
、
物

忘
れ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
】要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

　
け
て
い
な
い
市
内
在
住
の
65
歳
以

　
上
で
、
初
め
て
受
講
す
る
方
。

●
脳
の
楽
習
サ
ポ
ー
タ
ー

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
脳
の
楽

習
教
室
の
助
言
や
指
導
を
し
ま
す
。

【
対
象
】市
内
在
住
の
方

鳴
門
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条

例
策
定
審
議
会
傍
聴
者

【
日
時
】９
月
４
日（
金
）午
後
２
時
～

【
場
所
】う
ず
し
お
会
館
２
階

　
　
　
第
１
会
議
室

【
参
加
資
格
】市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
掲
載
の「
傍
聴
に
関
す
る
留
意
事

　
項
」を
守
れ
る
方

問 
市
役
所
商
工
政
策
課

　 

☎
６
８
４・１
４
６
８

生活の不安や悩みをご相談ください
　市では、気軽に相談できる窓口「よりそい」を市役所本庁舎内に
設置しています。出張相談も行います。
＜出張相談＞９月11日（金）午前10時～午後１時  人権福祉センター
＜相談例＞経済面、健康面の不安から生活に困っているなど

 問 鳴門市生活自立相談支援センター「よりそい」
　 （市役所１階 社会福祉課横）  0120・928・734   ☎678・2754

【相談日】 月～金曜日（祝日除く）  午前８時30分～午後５時15分
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【
場
所
】亀
浦
漁
港

【
内
容
】鮮
魚
販
売
、
海
の
生
き
物
に

　
触
れ
る
タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー
ル
、じ
ゃ

　
ん
け
ん
大
会
な
ど

問 
鳴
門
町
漁
業
協
同
組
合

　 

☎
６
８
７・０
７
５
０

私
の
夫
は
マ
サ
イ
の
戦
士

永
松
真
紀
＆
ジ
ャ
ワ
ソ
ン
夫
妻

来
日
ツ
ア
ー

　
マ
サ
イ
族
の
ジ
ャ
ワ
ソ
ン
さ
ん
が

ケ
ニ
ア
の
話
を
し
ま
す
。
ア
フ
リ
カ

太
鼓
の
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

【
日
時
】９
月
25
日（
金
）　
午
後
６
時

　
30
分
開
場
　
午
後
７
時
開
演

【
場
所
】井
上
ホ
ー
ル（
井
上
建
設
）

【
参
加
費
】千
円（
支
援
活
動
費
）

問 
鳴
門
結ゆ

う
き生
の
会
　
馬
居

　 
☎
０
９
０・２
７
８
４・２
４
０
６

鳴
門
市
民
劇
場「
芝
浜
の
革
財
布
」

　
江
戸
下
町
の
庶
民
の
暮
ら
し
を
描

い
た
、
泣
い
て
笑
え
る
人
情
噺ば
な
し。

【
日
時
】９
月
17
日（
木
）

　
　
　
午
後
６
時
30
分
開
演

【
場
所
】市
文
化
会
館

【
費
用
】５
千
円（
入
会
金
２
５
０
０

　
円
、
月
会
費
２
５
０
０
円
）

※
入
会
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
公
演
】前
進
座

問  
市
民
劇
場
☎
６
８
４･
１
７
７
７

な
る
と 

De 

シ
ネ
マ

「
く
ち
び
る
に
歌
を
」

　
東
京
か
ら
小
さ
な
島
に
や
っ
て
き

た
臨
時
教
員
と
合
唱
部
の
生
徒
と
の

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

大
鳴
門
橋
写
真
展

　
大
鳴
門
橋
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
や

写
真
を
展
示
し
ま
す
。

【
日
時
】９
月
５
日（
土
）～
27
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
場
所
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

問 
本
四
連
絡
高
速
道
路
㈱

　 
☎
６
８
７・２
１
６
６

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
新
鮮
市

　
新
鮮
な
地
元
農
産
物
や
海
産
物
な

ど
を
販
売
し
ま
す
。

【
日
時
】９
月
５
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

【
場
所
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

問 
鳴
門
ウ
チ
ノ
海
新
鮮
市
実
行
委

　 

員
会 

☎
６
８
４･

１
１
５
２

徳
島
航
空
基
地
公
開

【
日
時
】９
月
19
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】海
上
自
衛
隊
徳
島
航
空
基
地

【
内
容
】航
空
機
展
示
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

　
タ
ー
体
験
飛
行
、
広
報
館
・
記
念

　
館
公
開
、
模
擬
店
な
ど

問 
海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育
航
空
群
司

　
令
部
広
報
室 

☎
６
９
９・５
１
１
１

大
鳴
門
橋
開
通
30
周
年
記
念

一
本
釣
即
売
会
記
念
イ
ベ
ン
ト

【
日
時
】９
月
19
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

市場開設40周年記念　親子の「市場見学＆食農教室」
【日時／場所】 ９月19日（土）午前９時～正午／市公設地方卸売市場ほか
【対象】 市内在住の小学生とその保護者（保護者同伴必須）
【定員】 小学生・保護者合わせて30人（先着順）
【内容】 模擬セリ体験、里むすめを使った料理の試食会など
【問・申し込み】 ９月11日（金）午後５時までに、住所・親子の氏名（ふり

がな）・小学校名・学年・電話番号を、電話またはファクスで同市場管
理事務所（☎兼FAX 685・3680）へお申し込みください。

心
温
ま
る
感
動
の
物
語
。

【
日
時
】９
月
22
日（
火･

休
）

　
①
午
後
２
時
～
　
②
午
後
６
時
～

【
場
所
】市
文
化
会
館

【
料
金
】一
般
　
前
売
り
９
０
０
円

　
　
　
当
日
９
９
９
円

問  
な
る
と
De
シ
ネ
マ

　 

☎
６
８
４･

１
７
７
７

賀
川
豊
彦
記
念
館
イ
ベ
ン
ト

　
両
イ
ベ
ン
ト
と
も
賀
川
豊
彦
記
念

館
で
開
催
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

は
同
館（
☎
６
８
９・５
０
５
０
）へ
。

■
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

【
日
時
】９
月
５
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
参
加
費
】２
０
０
円（
年
会
費
）

【
対
象
】幼
児
～
小
学
校
低
学
年

■
友
愛
読
書
会

　
～
賀
川
豊
彦
を
読
む
会
～

【
日
時
】９
月
12
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

【
参
加
費
】２
０
０
円

【
課
題
図
書
】「
太
陽
を
射
る
も
の
」

　
―
続
死
線
を
越
え
て
―

【
準
備
物
】筆
記
用
具

ド
イ
ツ
館
イ
ベ
ン
ト

　
ド
イ
ツ
館
で
開
催
。
問
い
合
わ
せ

は
同
館（
☎
６
８
９・０
０
９
９
）へ
。

■
ド
イ
ツ
グ
ル
メ
ッ
セ

　「
食
」を
テ
ー
マ
に
、
ド
イ
ツ
の

ビ
ー
ル
や
フ
ル
ー
ツ
ワ

イ
ン
、
お
菓
子
、
ソ
ー

セ
ー
ジ
、
チ
ー
ズ
な
ど

を
多
数
販
売
し
ま
す
。

【
日
時
】９
月
20
日（
日
）、
21
日（
月･

　
祝
）　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

■
エ
デ
ィ
ウ
ィ
ン
鳴
門
休
館
日

　
９
月
1
日（
火
）

■
鳴
門
代
替【
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
宮
島
】

　
Ｇ
Ⅰ
大
渦
大
賞
IN
宮
島 

　
鳴
門
開
設
62
周
年
記
念
競
走

　
９
月
29
日（
火
）～
10
月
４
日（
日
）

問 

市
企
業
局
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
課

　
☎
６
８
５・８
１
１
１

募
　
集

な
り
ま
せ
ん
か「
自
衛
官
」

【
種
目・資
格
】①
自
衛
官
候
補
生（
男

　
子
）＝
18
歳
以
上
27
歳
未
満
　
②

　
防
衛
医
科
大
学
＝
高
卒（
見
込
含
）

　
21
歳
未
満
　
③
防
衛
大
学
＝
高
卒

　（
見
込
含
）21
歳
未
満
　
④
自
衛
官

　
候
補
看
護
学
生
＝
高
卒（
見
込
含
）

　
21
歳
未
満

【
受
付
期
間
】

　
①
は
11
月
16
日（
月
）ま
で
。

　
②
か
ら
④
は
９
月
５
日（
土
）か
ら 

　
30
日（
水
）ま
で
。

【
試
験
会
場
】海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育

　
航
空
群
基
地
内（
松
茂
町
）

問 

自
衛
隊
鳴
門
地
域
事
務
所

　 

☎
６
８
５･

５
３
０
６

ひ
と
り
親
家
庭

ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
２
０
１
５

【
日
時
】10
月
24
日（
土
）、
25
日（
日
）

【
場
所
】国
立
淡
路
青
少
年
交
流
の
家

　
お
よ
び
そ
の
周
辺

【
対
象
／
定
員
】ひ
と
り
親
家
庭
の
親

　
子（
子
ど
も
は
３
歳
以
上
中
学
生 

　
以
下
）／
20
組

【
参
加
費
】大
人
４
０
０
０
円

　
　
　
　
子
ど
も
３
５
０
０
円

※
送
迎
バ
ス（
無
料
）の
乗
車
場
所
は

　
参
加
者
決
定
後
に
連
絡
し
ま
す
。

【
問
・
申
し
込
み
】10
月
２
日（
金
）ま

　
で
に（
公
財
）徳
島
県
母
子
寡
婦
福

　
祉
連
合
会（
☎
６
５
４・７
４
１
８
）

　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス

（
オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
球
場
）日
程

●
９
月
10
日（
木
） 

午
後
６
時
～

　
対 

香
川
オ
リ
ー
ブ
ガ
イ
ナ
ー
ズ

問 

徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス

　 

☎
６
７
９・８
９
１
５

キ
ョ
ー
エ
イ
４
階
催
し 

※
入
場
無
料

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
ス
タ
ー
展

　
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
内
容
を
紹

介
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま
す
。

【
日
時
】９
月
１
日（
火
）～
８
日（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

問 

吉
野
☎
６
６
４・８
２
１
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
和わ
か
な奏

の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
雑
貨
や
日
用
品
を
販
売
し
ま
す
。

【
日
時
】９
月
５
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

問 
三
原
☎
０
９
０・２
８
９
５・１
９
７
４

発
掘
さ
れ
た
鳴
門
の
遺
跡
展

　
市
内
の
遺
跡
発
掘
調
査
の
写
真
を

展
示
し
ま
す
。

【
日
時
】９
月
12
日（
土
）～
20
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

問 

徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　 

☎
６
７
２・４
５
４
５

「
写
真
で
た
ど
る
徳
島
70
年
の
記

憶
」パ
ネ
ル
展

　
終
戦
直
後
の
写
真
な
ど
に
加
え
、

各
地
域
の
光
景
を
展
示
し
ま
す
。

【
日
時
】９
月
12
日（
土
）～
23
日（
水・祝
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

問 

徳
島
新
聞
社 

☎
６
５
５・７
３
３
１

第
18
回

子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
写
真
展
示
会

　
市
内
の
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
・
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル・バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
の
試
合
風
景
を
展
示
し
ま
す
。

【
日
時
】９
月
19
日（
土
）～
20
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

問 

最
寄
り
の
徳
島
新
聞
販
売
店

光こ
う
り
ん琳

水
墨
画
会
合
同
展

　
水
墨
画
教
室
の
生
徒
の
作
品
展
示
。

【
日
時
】９
月
25
日（
金
）～
29
日（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

問 

小
林
☎
０
９
０・７
１
４
４・０
９
７
１

「
楽
し
い
絵
手
紙
」教
室
生
徒
作
品
展

【
日
時
】９
月
25
日（
金
）～
29
日（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

問 

藤
原
☎
０
９
０・３
４
６
１・１
４
２
８

原
爆
パ
ネ
ル
展

【
日
時
】９
月
９
日（
水
）～
14
日（
月
）

９
月
の
休
館
日

　
▼
１
日（
火
）

　
▼
４
日（
金
・
館
内
整
理
日
）

　
▼
８
日（
火
）▼
15
日（
火
）

　
▼
22
日（
火
・
休
）▼
29
日（
火
）

テレビ広報なると 番組ガイド

▼９月１日～  マイナンバー制度が始まります

▼９月16日～  鳴門市スポーツ少年団
鳴門ビデオボランティア制作番組

▼９月１日～  徳島ひょうたん島水都祭／板東 公（徳島市）

▼９月16日～  紙ひこうき飛ばし選手権／豊田 三郎（板東）
 放送チャンネル・時間
テレビ鳴門 （111ch）８、13、23時～
行政情報 　（122ch）７、12、16、18、21、22時～ 

まちづくり活動応援補助金事業

　市民の健康意識を高めるために、健康講演会・
測定会を開催。講演会終了後、骨密度や筋肉量の
測定をします。（先着30人）

【日時】 ９月６日（日）  午前10時～　
※悪天候時は13日（日）に延期。

【場所】 渦潮ふれあい館（旧南浜児童館）
【テーマ】 運動に必要な栄養の知識
　～運動をより効果的にするために～

【講師】 徳島文理大学 橋田 誠一教授
※参加希望者は前日までに要予約。
問 新池川をきれいにする会  乾 ☎090・3181・1402

健康ウォーキング
～しゃべって・笑って・いきいきウォーキング～

　「第九」初演の地で、板東俘
ふ り ょ

虜収容所の史実を朗
読する語り手を募集します。

【日時】 12月13日（日）  午前10時～
【場所】 賀川豊彦記念館
【部門】 朗読、読み語り、紙芝居、その他
　①高校生の部  ②大学生の部  ③一般の部

【課題】 全部門共通
　①板東俘虜収容所の史実を記した書物から任
　意の箇所   ②５分以内で内容が伝えられる箇所

【問･申し込み】 ９月28日（月）までに、市役所本庁
　１階案内や市教育委員会、市ドイツ館などで配
　布の応募用紙に必要事項を記入し、 「音楽劇『バ
　ンドー少年物語』実行委員会」事務局  冨士 都美
　（〒771-0136　徳島市川内町平石古田92-20
　☎090・1576・2674）へ。

第１回  朗読カフェ  IN  第九の杜

スタジアムで応援しよう！
徳島ヴォルティスホームゲーム日程
●鳴門市民デー　９月13日（日） 午後７時～
　　　　　　　　　   対 Ｖ･ファーレン長崎
●９月23日（水･祝） 午後４時～　対 横浜ＦＣ
●９月27日（日） 　  午後４時～　対 セレッソ大阪
問 徳島ヴォルティス　☎672・7339

図
書
館 

☎
６
８
５・０
２
５
５

　鳥獣対策用の電気柵に注意！
　農地の近くには、イノシシなどの野生動物によ
る農作物被害を防ぐため、電気柵が設置されてい
ます。電気柵には、むやみに触れたり近づいたり
しないようご注意ください。また、電気柵の設置
者は市公式ウェブサイトで注意事項を確認すると
ともに、適正な管理をお願いします。

問 市役所農林水産課　☎684･1154



市役所健康づくり室
（母子保健）☎684・1049 （成人保健）☎684・1137
（予防接種）☎684・1206 （栄養指導）☎684・1232
〒772-8501　撫養町南浜字東浜170番地
FAX 684・1336　mail kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

すこやか
ライフ
お問い合わせ

Health Info

「出前・お元気SUN ROOM」
市役所以外で健康相談ができます

健 康
相 談

　
　市役所内に開設中の健康相談室「お元気SUN ROOM（健
康相談プラザ）」の一部を、市役所以外の場所で開設してい
ます。

　 ▼  身長は伸びたかな？

　 ▼  離乳食ってどうすればいいの？

　 ▼  健康診断の見方がわからない

　 ▼  最近、血圧を測っていないなぁ…
　このようなときにお気軽に利用ください。 保健師・栄養士が赤
ちゃんから高齢の方まで健康づくりの相談に応じます。

平成27年度がん検診検 診
案 内

日　程 時　間 場　所

９月８日（火） 午前10時

～

11時30分

キョーエイ鳴門駅前店
　　　　　４階Ａ教室　　29日（火）

※10月からの日程は現在調整中です。

検診種別 対象年齢 料金 受診期間 受診方法

胃がん（バリウム
によるＸ線検査） 40歳以上

2,900円

12月31日まで

直接医療機関へ予約・お問い合わせを。

胃がん
（内視鏡検査） 50～59歳

事前に健康づくり室へお申し込みください。
胃がん

（ＡＢＣ検診） 40～49歳 500円

大腸がん
（便潜血検査） 40歳以上 500円 直接医療機関へ予約・お問い合わせを。

乳がん 40歳以上
（女性） 1,500円

平成28年３月31日
  まで

事前に健康づくり室へお申し込みください。
子宮頸がん 20歳以上

（女性） 1,200円

市内委託
医療機関
での検診

　鳴門市に住民登録し、平成28
年３月31日を基準日として、上記
対象年齢に達している方。
※乳がん・子宮頸がん検診は、
　平成26年４月１日から27年３月 
　31日の間に受診していない方。

①平成28年３月31日を基準日として、70歳に達している方
②65歳から69歳以下の障がい認定による後期高齢者医療受給者の方
③生活保護に属する方　④市民税（当該年度）非課税世帯に属する方
※②③④に該当する方は、申し込みの際にお申し出ください。
　③④に該当する方は事前に免除申請の手続きが必要です。

県内委託
医療機関
での検診

　市で実施する検診は、集団検診か医療機関のどちらかで年
１回受けられます。ただし、乳がん・子宮頸がん検診は２年
に１回の受診となります。

早期発見のため、
忘れずに検診を
受けましょう

検
診
料
無
料
の
方

対
　
象

▼  胃がん検診（内視鏡・ABC検査）は無料検査の対象外となります。
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電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

【開所日時】 月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　 9：00～17：00

９月25日（金） … 生活習慣病相談
　　29日（火） … 栄養相談
　　29日（火） … 離乳食相談
　　30日（水） … 子どものメタボ
　　　　　　　予防相談
　保健師・栄養士が相談をお受けしま
す。各相談は事前に健康づくり室へお
申し込みください。

健康相談プラザ お元気ＳＵＮＲＯＯＭ

乳幼児健診
【ところ】 老人福祉センター3階
 実…実施日　対…対象児　 受…受付時間
■３歳児健診  実 ９月11日㈮
　 対 平成24年３月生まれ 受 12：30～13：00
■１歳６か月児健診  実 ９月17日㈭
　 対 平成26年３月生まれ 受 12：30～13：00
■９か月児健診  実 ９月10日㈭
　 対 平成26年11月生まれ 受 12：20～12：40
■４か月児健診  実 ９月10日㈭
　 対 平成27年４月生まれ 受 13：20～13：40
■ 股関節脱臼検診  実 ９月18日㈮
    対 平成27年５月、７月生まれ 
    受 12：40～13：00

休日当番医
　受診は救急患者に限られ、往診はで
きません。また、当番医は予告なく変
更されることがあります。お問い合わ
せはテレホンガイド（☎685・3322）へ。

【平日・土曜】 午後６時～11時
【日曜・祝日】 午前９時～午後11時
※午後11時からは、かかりつけ医などを
　ご利用ください。
９月６日（日） 原田内科（矢倉）
 ［消・内・リハ］ ☎685・3351

13日（日） たきファミリークリニック（黒崎）
 ［内・循・心］ ☎683・1235

20日（日） 勝良医院（斎田）
 ［内・消・小］ ☎686・1216

21日（月・祝） 浜田皮ふ泌尿器科（斎田）
 ［皮・泌尿・性］ ☎685・5101
　　22日（火・休） 浜中内科医院（弁財天）
 ［内・循］  ☎677・5755
　　23日（水・祝） 大谷の里クリニック木洩れ日（池谷）
 ［外・皮・内］　 ☎689・0910
　　27日（日） 小川病院（南浜）
 ［内・糖・リハ］ ☎686・2322

　ヘルスメイト（食生活改善推進員）とは、「私たちの健康は私たちの手
で」をスローガンに、地域における食育推進の担い手として活動する
団体です。現在27人が、「おやこの食育教室」「野菜摂取量アップキャン
ペーン」「高齢者の骨粗しょう症予防教室」をはじめ、子どもから高齢
者までを対象とした活動を地域で実施しています。

　また、設立６年目を迎えた今年度に
は、地区組織活動を通じて食生活改善
を積極的に推進したことや、活動が他
の団体の模範となることが評価され、
徳島県食生活改善推進協議会会長表彰
を受賞しました。

　この活動をさらに推進していくために、ヘルスメイトの養成講座を
開講します。この機会に講座を受講し、活動に参加してみませんか。
男性の参加もお待ちしています。

【対　象】 市内在住で、下表の日程に全て参加できる方
【場　所】 市勤労青少年ホーム　３階調理実習室・講義室
【定　員】 30人
【申し込み】 はがき、ファクスまたはＥメールで、住所・氏名・電話

番号を記入し、９月11日（金・必着）までに健康づくり室へ。

※ヘルスメイトとして活動するには、この講座を受講する必要があります。

日　程 テーマ

第１回
10月28日（水）
午後１時30分～
　　４時30分

開校式
講義：食生活改善推進員と地区組織活動
講義：徳島県民の健康状況をみてみよう

第２回
11月10日（火）
午前９時～
午後３時

講義：健康日本21について
調理実習：「主食・主菜・副菜をそろえてⅠ」
講義：徳島県民の健康状況をみてみよう

第３回
11月25日（水）
午前９時～
午後３時

講義：年代別の食育について（乳幼児期～思春期）
調理実習：「離乳食から幼児食へ」
講義：食品衛生と食中毒予防

第４回
12月８日（火）
午前９時～
午後３時

講義：年代別の食育について（青年期～高齢期）
調理実習：「主食・主菜・副菜をそろえてⅡ」
講義：身体活動・運動習慣のある生活

第５回
12月15日（火）
午前９時～
午後３時

講義：糖尿病について
調理実習：「主食・主菜・副菜をそろえてⅢ」
閉校式

「食」を通した健康づくり活動
ヘルスメイト養成講座に参加しませんか

健 康
教 室

「おやこの食育教室」での活動状況 「生涯骨太クッキング教室」での活動状況

参加
無料
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市の水道普及率は99.9％となってお
り、水道は市民生活や社会経済

活動にとって不可欠のライフラインと
なっています。そのため、地震などの
自然災害に対して、水道施設の安全性
確保や給水の確保、さらに被災した場
合でも速やかに復旧できる体制の構築
など、耐震化への対策が必要です。
　今回は、その主要な取り組みについ
て紹介します。

　
現
在
、
市
の
水
道
管
路
総
延
長
約

５
６
０
㌔
の
う
ち
、
耐
震
適
合
性
が

あ
る
の
は
約
４
０
９
㌔
で
、
耐
震
適

合
化
率
は
約
73
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
が
行
っ
て
い
る
老
朽
管
更
新
事

業
で
は
、
水
道
管
と
し
て
耐
震
性
能

が
特
に
劣
る
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管（
Ｔ
Ｓ

継
手
）と
鋳
鉄
管
を
、
耐
震
性
能
を
有

す
る
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管（
写
真
・
画

像
参
照
）に
更
新
す
る
こ
と
で
、
管
路

破
損
事
故
な
ど
を
減
少
さ
せ
、
水
道

供
給
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
当
事
業
の
計
画
期
間
は
平
成
21
年

度
か
ら
35
年
度
ま
で
で
、
計
画
総
延

長
は
約
57
㌔
と
な
っ
て
い
ま
す
。
26

年
度
末
時
点
で
の
進
捗
率
は
約
35
％

と
な
っ
て
お
り
、
約
20
㌔
が
耐
震
適
合

性
を
有
す
る
管
に
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
土
交
通
省
は
、
旧
吉
野
川
流
域

で
堤
防
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
工
事
を
進
め
て
い
く
中
で
、
浄
水

場
の
取
水
施
設
が
工
事
の
支
障
と
な

る
こ
と
か
ら
、
取
水
施
設
の
改
築
工

事
が
国
土
交
通
省
に
よ
り
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
度
中
に
完
成
が
予
定

さ
れ
て
い
る
新
し
い
取
水
施
設
は
、

耐
震
性
能
を
有
し
、
災
害
に
強
い
施

設
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
浄
水
場
内
の
浄
水
処
理
施

設
の
多
く
は
昭
和
40
年
代
後
半
か
ら

50
年
代
前
半
に
建
設
さ
れ
、
耐
震
性

能
は
低
く
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

災
害
に
強
い
浄
水
場
へ
の
更
新
が
必

要
で
す
。

　
市
で
は
、
学
識
経
験
者
や
水
道
使

用
者
な
ど
か
ら
意
見
を
聴
き
な
が

ら
、
浄
水
場
更
新
の
基
本
的
な
方
針

を
決
め
る
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
昭
和
37
年
度
に
建
設
さ
れ
た
平
草

配
水
池
を
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
で
耐
震

性
を
有
し
た
容
量
２
千
立
方
メ
ー
ト

ル
の
配
水
池
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

こ
の
配
水
池
は
、
緊
急
遮
断
弁
を
設

置
し
て
お
り（
本
市
で
は
２
例
目
）、

大
規
模
災
害
な
ど
で
破
損
し
た
水
道

管
か
ら
水
の
流
出
を
抑
え
る
こ
と
で
、

応
急
給
水
時
な
ど
に
重
要
な
水
源
と

な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

水
道
施
設
の
耐
震
化
に
は
、

多
額
の
費
用
が
必
要
で
す
。

一
方
で
、
過
去
の
拡
張
期
と
は
違

い
、
今
後
は
人
口
減
少
と
と
も
に

給
水
収
益
も
減
少
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
災
害
時
で
も
安
全
・
安
心
な
水

道
水
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
水

道
施
設
の
耐
震
化
を
計
画
的
に
進

め
て
い
き
ま
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建設中の新しい取水施設

写真・画像提供：（一社）
日本ダクタイル鉄管協会

老
朽
管
の
更
新

市
浄
水
場
の
更
新

平
草
配
水
池
築
造
事
業

水
道
施
設

耐
震
化
へ
の
取
り
組
み

水
道
事
業
連
載
第
₁₂
回

 

問 

市
企
業
局
水
道
企
画
課

　  

☎
０
８
８・６
８
５・３
３
３
０

耐震管つり上げ実験の様子

建設中の平草配水池



防災・災害対策への取り組み
地震から身を守るために

家具転倒防止器具を設置して家具を固定しましょう
家具転倒防止器具設置事業

室内用耐震シェルターで家庭に安全な空間を
簡易耐震リフォーム工事費補助事業

　室内用耐震シェルターは、地震で建物が倒壊した場合で
も、局所的な生存空間を確保することを目的として家屋内
に設置する装置です。

　震災時の家具の転倒による事故などを防止するため、
下記の一定の条件を満たす世帯に、家具の転倒防止器
具の設置を無料で行っています。利用は１世帯１回ま
でで、器具を設置する家具は９個以内です。お申し込
みやお問い合わせは、市役所危機管理課まで。

【対象世帯】 次のいずれかに該当する世帯
①65歳以上の方がいる世帯
②要支援・要介護の認定を受けた方がいる世帯
③身体障害者手帳の交付を受けた方がいる世帯
④療育手帳の交付を受けた方がいる世帯
⑤精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた方がいる世帯

⑥未就学児がいる世帯
※転倒防止器具はホームセンターなどで購入できます。
　条件に該当しない家庭でも震災時に備え対策をお願
　いします。

※室内用耐震シェルター設置工事に関し補助を受ける
　には、各種要件が定められています。また、簡易耐
　震リフォーム工事費補助事業は、耐震ベッドの設置

や耐震化工事と併せて行うリフォーム工事なども対象
となります。詳細な要件や補助額、補助内容は、市役
所まちづくり課までお問い合わせください。

　家の耐震診断を受けた際に、
0.17というかなり低い評点が出
ました（1.0未満は倒壊する可能
性がある家屋）。地震により家
が倒壊する可能性が高いとわか

りましたし、県立防災センターで震度７を体験した
時に「地震が起きたら逃げる間がないな」と感じたた
め、室内用耐震シェルターの設置を決めました。
　シェルターは木造ですが、壁面が鉄筋コンクリー
トのような印象を受けました。これなら家が倒壊し
てもシェルターは残ると思いますし、そう考えると
安心して眠ることができます。
　また、シェルターは家の一室と変わらないので、
過ごしやすいですし、とても満足しています。

黒本  睦
むつみ

さん（北浜）

家が倒壊しても
シェルターがあれば安心

利用者の声

①② 既存の部屋の中に、土台・柱・梁
は り

と、壁や天井のパ
ネルを組み合わせシェルターを設置。（部屋の中に、
もう一つ部屋を組み立てるイメージ）

③ 完成したシェルターの内部。家の一室と変わらない。

既存住宅への
設置イメージ図
画像提供：フレッセ

家具の形状に合わせて、さまざまな器具で固定します

問 市役所まちづくり課 ☎684・1164

問 市役所危機管理課 ☎684・1711

１

２

３

21 平成27年９月号



旬の魚や海産物がめじろ押し
北灘真夏の魚祭り開催

８月８日

　８月８日、北灘町のＪＦ北灘さかな市で「北灘真夏の魚祭り」が
開催されました。スダチの果皮を混ぜた飼料で育てた「すだち若
ぶり」やハモをはじめとする旬の魚や海産物が販売されるとあっ
て、朝早くから多くの人が集まり会場はにぎわっていました。
　特設された水槽で行われた「アナゴのつかみ取り」では、子ども
たちがつるつると滑るアナゴに悪戦苦闘。家族からの声援が送ら
れる中、楽しそうにアナゴを追いかけていました。

つるつる滑るアナゴを両手で器用につかむ子ども

全国の消防クラブと技術を競い合う
うずしお少年少女消防クラブが全国大会に参加

８月６日

　消防庁が主催する「少年消防クラブ交流会（全国大会）」の合同
訓練が８月６日、北島町の県消防学校で開かれました。全国か
ら集まった45の消防クラブのうち、本市からは「うずしお少年少
女消防クラブ」が参加。クラブ別の対抗形式で、ホース搬送やロー
プワークといった消防技術を競い合いました。この交流会は、消
防の実践的な訓練などを通じて地域防災の担い手を育成する目
的で行われており、全国規模での実施は初となります。

「うずしお少年少女消防クラブ」からは５人が参加

　７月31日、撫養地区の安全を守る会や行政機
関などの関係者約40人が、鳴門駅と撫養駅周辺
の放置自転車の撤去と清掃作業を行いました。
自転車等放置防止条例
に基づき、警告後一定
期間経過しても放置さ
れていた99台を撤去し、
駅周辺の良好な景観が
取り戻されました。

駅周辺の放置自転車を撤去交通
安全

　年々児童数が増加している鳴門西小学校の校
舎増築工事が完了し、９月１日から児童が新校
舎（特別教室棟）を使用できるようになりました。
　新校舎に既存校舎か
ら音楽室や理科室を移
設させたほか、既存校
舎には普通教室やトイ
レを増設し、教育環境
の整備を行いました。

鳴門西小の校舎増築工事完了教育
施策

　第97回全国高等学校野球選手権大会が８月６日、阪神甲子
園球場で開幕しました。４年連続10度目の「夏の甲子園」出場とな
る鳴門高校は、大会２日目の８月７日第３試合に登場し、九州
国際大学附属高校（福岡）と対戦しました。鳴門はたびたびチャン
スをつくるも要所で打線がつながらず、２対８で敗戦。初戦突
破はなりませんでしたが、全国の大舞台で最後まで健闘した選手
たちには、スタンドから惜しみない拍手が送られていました。

全力プレーで大舞台に挑む
鳴門高校 ４年連続10度目の「夏の甲子園」出場

８月７日

最後まで選手たちに力強い声援を送り続けた応援団

22平成27年９月号



夜を彩る、鳴門の夏
鳴門市納涼花火大会・鳴門市阿波おどり

　鳴門市納涼花火大会が８月７日、市文化会館東側で開催され、
約９万５千人の来場者が詰めかける中、大鳴門橋開通30周年を記
念し、四国最大級となる花火約１万発が夜空を彩りました。
　天気にも恵まれた８月９日から11日の鳴門市阿波おどりでは、演
舞場での踊り子たちの熱い演舞で会場は熱気に包まれ、３日間に訪
れた約９万５千人の観客は華麗な踊りに酔いしれていました。また、
今年は石田靖さん、間寛平さん、すっちーさん、末成由美さんほか
吉本芸人の皆さんや、板東英二さん、上野優華さんがスペシャルゲ
ストとして演舞場に踊りこみ、会場に華を添えました。

　市文化会館で８月９日、住民参加型の吉本新喜劇が上演され
ました。この日は、鳴門をテーマにしたオリジナル演目「恋の渦潮」
を披露。出演者からおなじみのギャグや突っ込み、また、鳴ちゅ
るうどんや鯛、鳴門わかめといった、鳴門にちなんだセリフが出
てくると、会場中から大きな笑いと拍手が沸き起こりました。一
般公募から共演した皆さんも、オーディションを通過した実力を
発揮し、笑いの絶えないステージとなりました。

笑いの絶えないステージ
住民参加型の吉本新喜劇が上演

８月９日

参加された皆さんは楽しそうに共演していました

古髙 夏
な つ み

海ちゃん（石井町：左）
湊 愛

あ い ら

桜ちゃん（弁財天）

花火楽しかったね！

読
者
投
稿「
夏
の
思
い
出
写
真
」

　
広
報
８
月
号
で
募
集
し
、
応
募
い
た
だ
い
た
思

い
出
の
写
真
を
掲
載
し
ま
す
。
投
稿
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　花火・阿波おどりの開催に当たって、温かいご理解とご協力を
いただきました周辺住民の皆さん、関係者の皆さん、ご来場の皆
さんに心からお礼を申し上げます。
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ク
ラ
ブ

クラブ名 定員 曜日 会費 場所 時間
エ ア ロ
ビ ク ス 20 火 6カ月 6,000円 勤労青少

年ホーム
19:30～
20:30

バ ド ミ
ン ト ン 20 火 6カ月 3,000円 勤労者体育

セ ン タ ー
19:30～
21:30

バ レ ー
ボ ー ル 20 土 6カ月 3,000円 勤労者体育

セ ン タ ー
19:00～
21:30

卓　球 10 木 6カ月  ,500円 勤労青少
年ホーム

18:30～
20:30

硬　式
テ ニ ス 25 土

３カ月 10,000円
６カ月 19,800円
  1回  1,000円

エビスヤ
マクラブ 
ほか

19:00～
21:30

吹 奏 楽
（BMS） 40 土 6カ月 6,000円 勤労青少

年ホーム
18:00～
21:00

ゴ ル フ 15 木
6カ月 1,500円

＋
  1回  1,000円

マッケイ
ゴ ル フ
倶 楽 部

19:30～
21:30

講
座

講座名 定員 曜日 教材費など 時間

生　花 20 火 ６カ月 500円＋
１回 864円

18:30～
20:30

書道・硬筆 10 火（月3回） ６カ月 1,000円 18:30～
20:30

茶　道 10 水 ６カ月 4,500円 18:30～
20:30

料　理 20 木（月2回） ６カ月 7,200円 18:30～
20:30

ヨーガ 30 水（月3回） 無　料 19:00～
20:30

短
期
講
座

講座名 定員 期間 教材費など 時間
エ ク サ
サ イ ズ 10 10/６～11/24

（火・６回） 2,000円 19:30～
21:00

大 谷 焼 15 10/８～12/３
（木・８回）

土代
2㌔500円
＋焼成代

200㌘300円

18:30～
21:00

ハワイア
ン フ ラ 20

10/23～
H28/２/５

（金・８回）
無　料 19:00～

20:30

着　物
着　付 10 11/６～12/25

（金・８回） 無　料 19:00～
20:30

英 会 話 20
H28/１/７～

３/３
（木・８回）

無　料 19:00～
20:30

勤労青少年ホームは、働く青少年の
交流の場として、仕事の余暇を健

康で楽しく有意義に過ごすための施設
です。さまざまな教養講座やクラブ活
動がありますので、参加して多くの友
達をつくりませんか。

【対　象】 市内在住、在勤でおおむね35歳までの
　　　　 勤労青少年

【受講料】 無料。ただし、新規申込者は、教材費などの
　ほか利用者協議会費として1,000円が必要です。

【申し込み】 ９月30日（水）までの火曜から金曜（午後１時から
８時）に勤労青少年ホーム（☎088・685・5179）へ来館
してください。

鳴門市勤労青少年ホーム
後期講座
クラブ生募集

※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮し作成しています。
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創業181年

学園に清楚を届けて61年

少し涼しくなりました！
お月見楽しみ。

少し涼しくなりました！
お月見楽しみ。

学校規則を守った制服を販売しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ご安心してお買い求め下さい。

13：30～
9/19㈯9/19㈯

敬老会敬老会
鳴門山上病院 １階
多目的ホール
鳴門山上病院 １階
多目的ホール

「つたの会」の皆様による日本舞踊を
はじめ、楽しい企画をご用意しています。
皆様のお越しを心よりお待ちして
おります。

徳島県鳴門市鳴門町土佐泊浦字高砂205-29
TEL.088-687-1234 FAX.088-687-1078
ホームページ.http://www.kyujinkai-mc.or.jp/
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